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研究成果の概要（和文）：豪雨による斜面崩壊の発生を予知するために、対象エリアの透水係数（雨水が土中に
浸透する速さ）を計測し、浸透流解析により土中の水分と水位を求めて、斜面の安定性を評価する技術が開発さ
れつつある。発生の予知精度を上げるためには、対象エリアにおいて高密度に多地点の透水係数の分布を計測す
る技術が必要である。本研究ではまず、超音波を用いて多地点多深度の透水係数を簡便に計測する技術を提案
し、現場透水試験への適応性を確認した。次いで、この測定法によって得られた透水係数の3次元分布を反映し
た雨水浸透流解析を行い、現場透水試験から浸透流解析までの一連の基礎技術を構築した。

研究成果の概要（英文）：To improve the accuracy of prediction of slope failures caused by heavy 
rainfalls, multipoint field measurements of permeability are required. We developed a simple 
measurement technique of the permeability using ultrasonic waves, and confirmed a basic technique of
 the 3-dimensional seepage flow analysis using the multipoint and multi-depth seepage factors 
obtained by our measurement method. 

研究分野：豪雨による斜面崩壊の予測
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで現場で簡便に透水係数を測定する適切な手法がなかったため、対象エリアにおいて透水性の多地点分布
を考慮した十分な斜面安定解析が行われていなかった。本研究で超音波導波管を用いた透水係数の測定法を開発
したことにより、現場の多地点、多深度において透水係数を簡便に測定できるようになった。これにより現場透
水係数の３次元分布を反映した浸透流解析が可能になり、斜面崩壊の発生時期や発生規模の予知精度の向上を図
ることができる。また、この技術を応用すれば、今後発生するかもしれない高降雨強度に対しても事前に斜面の
安定性を評価することができ、ソフト、ハード両面で減災に貢献できる。












